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2022年度第 1回町田市自殺対策推進協議会 会議録要約  

 

１ 日時 2022年 4月 28日（木) 13時 30分～15時 30分 

 

２ 場所 市庁舎 2階 2-1会議室  

 

３ 出席者 

秋法律事務所 秋山委員、北里大学医学部精神科学 稲田委員、特定非営利活

動法人全国自死遺族総合支援センター 秋田委員、特定非営利活動法人東京多

摩いのちの電話 早借委員、八王子労働基準監督署町田支署 長久保委員、町

田公共職業安定所 君波委員、警視庁町田警察署 土屋委員代理、警視庁南大

沢警察署 松村委員、町田消防署 貴志委員、町田市民生委員児童委員協議会 

荻野委員、一般社団法人町田市医師会 中川委員、公益社団法人東京都町田市

歯科医師会 亀山委員、一般社団法人町田市薬剤師会 安岡委員、社会福祉法

人町田市社会福祉協議会 北澤委員、町田商工会議所 青木委員、町田市町内

会自治会連合会 中委員、町田市公立小学校長会 山中委員、町田市公立中学

校長会 荒田委員 

 

４ 資料 

【資料 1-1】報告事項 

【資料 1-2】町田市の自殺死亡者数の推移（年毎）（厚生労働省：地域の自殺の

実態） 

【資料 1-3】総合相談会開催報告書 

【資料 1-4】グーグル検索対応事業報告書 

【資料 1-5】メールによるゲートキーパー相談事業報告書 

【資料 1-6】「（仮称）次期町田市保健医療計画」の策定について 

【資料 2】協議事項 

【資料 3-1】町田市自殺対策計画事業進捗シート【関連事業（地域）】 

【資料 3-2】町田市自殺対策計画事業進捗シート【関連事業（町田市）】 

 

５ 議事要約 

（１）開会 

事務局から開会が宣言された。 

 

（２）委員自己紹介 

 委員から自己紹介がされた。 
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（３）会長・職務代理の選任について 

 会員の互選により、会長に一般社団法人町田市医師会中川委員が選出された。

また、特定非営利活動法人東京多摩いのちの電話理事長早借委員が会長から職

務代理に指名された。 

 

（４）報告事項 

①事務局から町田市内の自殺の状況について報告があった。 

②事務局から 2021年度自殺対策推進事業について報告があった。 

③事務局から（仮称）次期町田市保健医療計画の策定について報告があった。 

 

（質疑・意見） 

会 長：2021 年の自殺死亡者数は数人減っているが、若年層と女性は増えてい

るという理解で良いか。 

事務局：その通りである。 

会 長：若年層の希死念慮が強くなっているように感じるが、その背景に何が

あるか各委員の立場から発言してほしい。 

委 員：患者の背後にある孤独感、孤立、サポート体制の状況を注視する必要

がある。 

会 長：事務局としての見解を聞かせてほしい。 

事務局：資料 1-2 に、厚生労働省が公表しているデータを基にした町田市内の

自殺者数の詳細をまとめている。2021 年の町田市の特徴としては、女

性の自殺死亡者数が増加した。原因は、健康問題が最も多くなってい

る。ただし、自殺死亡者の傾向を単年で掴むことが難しいため、評価

は 3ヵ年の平均値で行う。 

自殺対策については、複数の分野で連携して支えていく必要があると

考えているため、各委員の御意見を伺い、包括的な支援に繋げていき

たい。 

会 長：グーグル検索対応事業の報告資料を見ると、相談時間帯は夜間に多い

と感じるが、実際の相談支援では夜間の方が大変なのか。 

委 員：夜 10時から朝方にかけては深刻な相談が多く、この時間帯に対応でき

る体制が整っていないように感じる。相談を受ける中で、相談者の気

持ちが揺らいでいると感じるときは、3つの柱が揺らいでいるときであ

る。1つ目の柱は、将来への価値を感じていること。これを失っている

人は、生きる意味がないと思っている。2つ目の柱は、人との関係を持

っていること。3つ目の柱は、自分の生活が成り立っていること。1つ
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の柱が揺らいでいても、他の柱が大きくなっていれば支えられるため、

どれか 1つの柱だけでも大きくすることが大事だと考える。 

会 長：いのちの電話の仕組みについてご説明いただきたい。 

委 員：いのちの電話はオーストラリアの活動が日本に入ってきたもので、東

京いのちのでんわから始まった。波及運動により、現在、全国 50数セ

ンターあり、そのうちの一つが東京多摩いのちの電話である。すべて

のセンターが別の法人であり、独立している。また、それぞれのセン

ターで別の電話番号を持っている。50 数センターの上位には、日本い

のちの電話連盟があり、毎月 2回及び毎日 16時～22時はフリーダイヤ

ル業務を行っている。フリーダイヤルに架電すると、順番に、連盟に

加入しているセンターに回って繋がるようになっている。 

会 長：警察においては、自傷行為、自殺等での出動は夜間帯に多いのか。 

委 員：夜間帯が多いと思う。 

会 長：（自傷行為を行う人は）夜間ずっと起きているのか、朝起きてから辛く

なるのか。 

委 員：夜間ずっと起きているケースが見受けられる。  

会 長：以前（2019年～2020年最初の頃）、町田市は、既遂は増えていないが、

自殺未遂が非常に増えていると聞いたが、その傾向は続いているのか。 

委 員：個人的には、自殺未遂者は増えている印象がある。 

会 長：女性患者は、以前までは自傷リストカットが多かった。しかし、2020

年頃に（有名人の）ウォークインクローゼットでの首吊りがあって以

降、女性も刃物ではなく、ハンギングをすることが多いように感じる

が警察の視点からはどうか。 

委 員：数値としては持ち合わせがないが、過去に取り扱った経験から、薬の

多量服用が一番多い印象がある。 

会 長：処方薬が多いのか。 

委 員：その通りである。 

会 長：他に警察からのご意見などはあるか。  

委 員：個人的にではあるが、取り扱ったケースのほとんどが致死量に至って

いない。一般的な傾向として、家族と一緒に住んでいても、引きこも

りなどにより、社会からだけでなく、家族からも孤立してしまい、誰

かと話したいのではないかと感じることもある。 

会 長：個人情報の問題があり、自殺未遂をした人の主治医にそのことが伝わ

っていないことがある。警察が対応した場合、自殺未遂者に家族がい

るなら、次回（精神科を）受診する際に、自殺未遂をしたことを家族

から主治医に伝える様に指導してほしい。 
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委 員：次期町田市保健医療計画を策定についての説明があったが、町田市自

殺対策推進協議会の立ち位置はどうなるか。 

事務局：中川会長に本協議会の代表として、町田市保健所運営協議会に出席い

ただき、町田市自殺対策協議会の意見を伝えていただくことや、議事

内容を町田市自殺対策協議会でご報告していただく。 

会 長：自殺対策事業の規模や予算が縮小されることはあるのか。 

事務局：計画を一体化することにより、自殺対策の規模や予算を縮小するとい

うことではない。ただ、一体化してそれぞれの事業を進める中で、必

要に応じて事業を整理したり効率化したりすることもあるため、今後

全ての事業を今の規模で進めるということではない。 

委 員：現在、町内会・自治会連合会では、年 2 回ゲートキーパーを啓発して

いるが、これ以外に町内会・自治会連合会で啓発してほしい案内やチ

ラシはあるか。 

事務局：8 月～9 月と 2 月～3 月に自殺対策に関するチラシやポスターを作成し

ているので、それを掲示いただきたい。 

委 員：ゲートキーパー手帳・「悩み」の相談先一覧は、全町内会長に配布され

ているのか。町内会・自治会連合会の地区長会で配布するなどしたほ

うがいい。 

事務局：配布先については、見直しを検討したい。 

 

（４）協議事項 

事務局から 2022年度自殺対策推進事業について報告があった。 

 

（質疑・意見） 

委 員：ゲートキーパー普及啓発ステッカーを自動販売機に貼るなどはできる

のか。 

事務局：熱中症予防で、伊藤園の自動販売機にポスターを貼っていただいてい

る事例があるため、ゲートキーパー普及啓発ステッカーも貼っていた

だける可能性がある。今後協議していきたい。 

事務局：ゲートキーパー普及啓発ステッカーは昨年度新たに作成したもので、

まずは昨年度協定を締結した丸井グループに協力いただき、町田マル

イ・町田モディのトイレ等に貼っていただいた。事業を拡充していく

ため、今後町田市と健康づくりに向けた包括的連携に関する協定を締

結している各社に対し、貼付にご協力いただけないか声掛けをしてい

く。 

会 長：健康づくりに向けた包括的連携に関する協定を締結する企業はどのよ
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うに決めているか。 

事務局：企業から町田市と健康づくりを進めたいという申し出をいただいてい

る。最初は、がん検診の案内をする関係で生命保険会社から始まった

が、健康づくりということで、熱中症予防など他分野に広がってきて

いる。今後は、自殺対策への協力も依頼していきたい。 

委 員：近年、自殺が低年齢化しているといわれている。ゲートキーパーを大

人だけでなく、中学生などの学生に知ってもらうためにはどういう対

策が必要か。中学校長の意見を聞かせてほしい。 

委 員：学校では、身近な大人に相談をしようという教育に取り組んでいる。

昨今のニュースで、「あなたがうつ病に罹ったときに周りの大人に相談

できますか？」という質問に対し、「相談できない」という回答が多く

あったことが取り上げられている。学校では、スクールカウンセラー

や教員など様々な人が生徒に関わっていく中で、相談機関などを紹介

していく。ただ、まず、喫緊で必要なのは、自分で一歩踏み出す力を

つけることだと考えている。 

事務局：ゲートキーパー普及啓発ステッカーを貼っている町田マルイ・町田モ

ディは、客層が若いので若年層にも周知ができると思い協力を依頼し

た。一人になれるトイレの個室に貼っているので、目に留めてもらえ

たら良いと考えている。 

会 長：小学校長の意見も聞かせてほしい。 

委 員：教員がアンテナを張っていなければいけないため、研修で力を付ける。

また、いじめ対策としても子どもの観察を行い、教職員間の情報共有、

保護者への共有を行う。養護教諭に相談持ち込む子どもがいるので、

そういう情報を駆使して子どもをケアしていく。自分から一歩踏み出

して訴える力が大切なので、啓発を行っていく。 

委 員：民生委員では、小学校 6年生や中学校 3年生に対し、民生委員の PR活

動として、ティッシュ配布を行うことを検討している。 

会 長：子どもに対して配布するのか。 

委 員：その通りである。家で保護者にも見てもらえたら民生委員の活動を知

ってもらう機会になると考えている。現在、新型コロナウイルスの影

響で民生委員が学校に行けない状況のため、PTAを通すことや民生委員

が校門に立って配布するなど、方法は検討している。 

 

（５）情報交換 

各委員から町田市自殺対策計画関連事業に関する 2021 年度の取組状況及び

2022年度の取組予定について、資料 3-1のとおり報告があった。 
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（質疑） 

委 員：SNS自殺予防相談事業は、相談者がレスポンスの早さや、夜間相談を求

めると思うが、職員が対応するのか。または外部委託するのか。 

事務局：外部委託する。初回相談には原則 24時間以内に返事をすることとなっ

ている。 

委 員：ゲートキーパーや悩みの相談先の周知をし、孤独にしないことが大切

だと感じる。ゲートキーパー普及啓発ステッカーをコンビニに貼るこ

とが効果的だと思う。 

会 長：コンビニに貼ることは非常に効果的だと思う。町田市の引きこもり相    

談で、ほとんど自宅の自室で過ごして家族との会話がない方でも、コ

ンビニは行けるという人がいる。 

委 員：資料 1-1 の自殺の危機要因イメージ図について、様々な要因があるこ

とが分かった。この要因の中で、精神疾患や発達障がい、発達障がい

からくる二次障がいが関与しているものがどのくらいあるのか精神科

医の見解を聞かせてほしい。 

委 員：以前までの自殺に対する考え方は、最終的にうつ病になり自殺に至る

というものだった。しかし、最近は多数の要因が重なり心理的狭窄の

状態になり自殺に至るという考え方になっている。心理的狭窄の状態

になりやすいかは、本人の気質や性格が関係している。気質の背景に

は、発達障がいがあることがある。最近の治療では、自殺に向かう気

持ちを戻すための自殺防御因子を増やしていくことが行われている。 

 

（６）閉会 

会長から、閉会が宣言された。 


